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〈概 要〉

本研究 は,子 ど もたちの思 考及 び試行 の過程 を大切 に し,教 師 も子 ど もとと もに悩

んだ り,失 敗 した りしなが ら,さ まざまなアイデアを出 し合 い,相 互 に理解 を深めて

創造活動 に取 り組 む授業 の在 り方 を追究 した。

研究主題 の 「自 ら楽 しく表現 す る子 の育成 」 のため に,子 ど もの 内面 に存在 す る

「子 ど もの思 いや願 い」,子 どもが活動 している姿 と して実在 す る 「子 どものや ってい

る こと」 に焦 点を当て,授 業の展開 の工夫 に取 り組 んだ研究 であ る。
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1研 究 主 題

自ら楽 しく表現する子の育成

「シコウ(思 考 ・試行)」 過程 を大切 にす る授業

1研 究 主 題 に つ い て

興 味を引 き付 け,子 どもが意欲的 に取 り組む有意義な題材開発の研究 は,こ れまで多 くの方 々

が進 めて きた。私 たちは このよ うな価値 ある題材 とい うことを大前提 と し,子 ど もたちに,授

業 の は じあにめばえたや る気 を最後 まで持続 させ,よ り豊か な表現へ と深 めて い くよ うな造形

的 な創造活動 はどう授業 を展開 していけばよいか考えた。

その子 な りにい くらがんば って もうま くいかない,認 めて もらえ ないような状況下 で は子 ど

もを無気 力に して しま う。子 ど もの意欲 を持続 させ るためには,子 どもが表現 した結 果だ けで

はな く,そ の過程 も大切 に し認 めて い く必要 があ る。 っま り,上 手 に表 現す ることよ りも活動

を通 して何 を学 んだかを大切 に し,そ のことを評価する。このような取 り組 みをす ることによっ

て,よ り表現 への意欲 が高 ま り,チ ャレンジ精神 も育つ ので はないか と考 え た。 そ こで,「 子

ど もの思 いや願 い」「や って いること」 を大切 に し,認 めてい く授業,つ ま り,一 人一 人 の子

ど もの心 の動 きに着 穏 した 「シ澱ウ(思 考 ・試行)過 程 を大切 にす る授業」 とい うテー マの も

とに研究 を進 めてい くことに した。

「シ コ ウ過 程 」 とは

r子 どもの思 いや願 い」r子 どものや っていること」

鴫鱗i一 謙翫 歎
感覚

内的過程 ⑨

この過程を

大切に.〃

自浅に取 り紐む

時間,空 間

図画工作 の授業の中で子 どもの思考 と試行 は どち らが先にあ るのでな く,

常 に相互 に啓発 し合 うことによって造形活動が行われ ると考える。

また,子 ど もの表現 を深めて い く,そ の一 つの手立て と して,意 外性 のあ る展開 に より子 ど

もの心 を引 き付 けるよ うに した。 さ らに思考 の転換 を図 るため授業構想 を明確 に し,学 習活 動

の流れ を大切 に した。子 ど もが 自 らもってい る力 を信 じて,教 師の働 きかけによ り造形 的な創

造活 動が よ り一層深 まることを期待 した。

図画工作 にお ける目指す授 業 にっ いて,次 ペー ジの図の ように考 え研究 を進 あた。
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2授 業構想図

題材 の提案
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3研 究 の構造
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4研 究 の構造 について

・造形的な創造活動 とは …

もの とのかかわ りの中で 自己の内面を開放 し,も のに託 して表出 ・表 現す る活動

・矢 印 の進 む過 程 で ・ ・

自 ら楽 しく表現す る子が育成 され る

・目標 へ 向 か って 進 む 過 程 の 断 面 で ・ ・

展 開の中で,子 ど もの 「シコウ(思 考 ・試行)」 へのかかわ りが ある

教師 り

子 ども→

＼ 発見

欝 轟
つまずき

気付き/

/

わる行為

見守る

励ます

教師 と子 どもの思い

が重 なり合 い、お互 い

←の気持ちの共感の中 に

シ コウが ある。

子 どもと教 師のかかわ り合いの中で,子 ど もの気持ちが深ま っていく 「シコウ(思 考 ・試行)」

過程 があ る。 「シコウ過程」 は,回 数 には関係な く,1回 で深 まる場合 もあ り,次 々 と深 ま っ

てい く場 合 もあ る。子 ど もの 「シコウ」 を引 き出す ため,そ の きっかけをあたえてい く手立 て

を探 って授 業の実 践 と題材例を考えた。

環境の設定 ρ子 ど も一人一人 が認 め られる。子 ど もの思 いや試 みをみ とる ・認 め るゆ とり

イメージの主 題化 σ テ ーマ(イ メ ー ジ ・思 い ・願 い)が と らえ られ,最 後 ま で っ な が って い る

価値ある題材 β 育て たい資質や能 力が明確 で,子 ど もの心 を動 かせ る主題性 を もった題材

子 どもへの思 い ・図画工作への思 い 子 どもや図画工作への愛
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1

実 践 授 業

◆題材名◆ 「地 球 の声 が き こえ る」(6年 生)

《 授 業 の構 想 》

1…思 奢 ・試 行遇 程を大 切に した擾 藁…1,

躍溜 「蚕咽 倒塞画
i喜 び ・達 成感

醤 ↑
陶

:
酒
」.試

■行

・遇

。遽

,

〃[画 「ミ靱

圃 螺臨 展開[劃
＼ミ囮 ≦多/

↑

睡zsaiうx;
:・ 蔀 価 恒 あ る 題 材 一・三颪 奮

◆学習活動のながれ(10時 悶)

題材 について

「
子 どもたちは, 素材 と触れあ うことで,内 にあ

る何かを表 出 し,形 作 ろ うとす る。それ もご く自

然 に,そ して時 として大胆 に。その活動 はそれ 自

体価値あ るものだが,加 えて繰 り返 し経験 させ た

い事があ る。 それ は 「自分 で考え,選 び,決 め て

い くこと」「出 くわす 問題 を他 者 との かかわ りの

中で乗 り越えてい くこ と」 であ る。

本題材は,環 境問題,特 に 「水 と緑jを テーマ に

自分たち にできることは何なのか を考 え,「個」と ,

「全体」 の思いをまとめ,試 行 して い く過 程 を大1

切 に しなが ら,も の作 りを展開させたい と考えた。

また,彫 塑的な表 現は、可塑性 があ り子 どもの1

思いに柔軟 に対応でき ると考 えた。
　一

子 どもの思 い ・願い ★教 師の支援

活塾流れ

な
げ
か
け

活

動

の

展

開

(子
ど
も

の
思

い
)

支

援

で あ 騨つ σ お も 鰯つ

・『環境破壊 って何?』

『私 たちの生活 との関係は ～』

・『命 のつなが りを知 って る ～』

環境 を考え る
・環境破壊 を臭体 的に考え る

・食物連鎖 を調べ る

・「水 と緑」の クイズ

,◇環境破壊 っていうけど('

:あ んま り感 じな いな。1

1,V命 のつな が りなん て今 ま ノ
'・、で考 えた事 もな いよ。,,'

"Y
kf'

!,ぼ くたちの生活が便利'雪

iに な ると環境 に悪 い事
、・、 もあるんだね。,'

{:》欝 篶謝 して/

・『「ほっとす るような風景」ってどんな所?』

・『その中で何を したい?』

・『その風景を残すにはど うす る?』

大切 に した い風景

・大切 に した い風景を思 う

・自然保護の グループを結成

讐既 ∴

鐵 デ審
・轡癖

＼

こ醸

櫛

瓢.、

/ノ ▽水がきれいで ＼

響慰 ¢簿 編櫨

新 幣 柳'
過'

、 ワ 理 想 の 風 景 を 作 品'、
轡

、 に し て み よ う か な ノ

Xt▽ グループで,一 つの風景 を作 るのはど う?

★地域の問題を取り上げ,身 近

な事としてとらえられるようにする

★参考図書等を整備

★他教科との関連を図る

★体験した具体的な風景を思い出し,な ぜ大切

にしたいと感 じたのかを考えさせる

★友達 とのかかわ り合いから発想を広げる
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◆ ね らい(思 考 ・試 行 のポ イ ン ト)

・各 自の大切にしたい風景をもとに,グ ルー

プで考え,テ ーマと関連のある風景を創り

出す

・動きとバランスを考え,表 したい人体の

表現を工夫する

◆ 用 具 ・材 料

紙粘土 ・針金 ・合板ベニヤ ・釘 ・麻縄

ホ ットボ ン ド・絵の具 ・その他

授 業 を終 え て

「環境破壊って何だろう?」 という教師の投

げかけから始 まった授業。毎日のようにマスコ

ミ等で取 り上げられているにもかかわ らず,実

態 として見えてきたものは,今 までほとんど真

剣に考えた事 もないというものであった。

その後,他 教科で関連内容を同時に学習 し身近

な問題を考えた り,今 までに出会ったほっとす

る風景を思い出した りしていく過程で,大 切に

して残 したい風景が次第に具体化 していくよう

になった。完成 して驚いた事は,一 つ として同

じ風景がないことだ。これは一人一人にテーマ

が しっかりと根付いたためだと思う。 また,全

員で一つのパノラマを作 り上げた事は,一 体感

と達成感を味わうのに効果的であった。

彫塑的な立体表現は,初 めての経験であり戸

惑いや失敗も多かったが,適 度な抵抗感もあり,

最後まで興味関心が接続 した。

今後,造 形的な創造活動を軸に して取 り組む

「総合学習」の一つとして提案 したい題材でも

ある。

σ つ く る σ つ た 型
・『私 たちにで きる事 は何?』

・『どんな表 現方法が いいかな?』

グルー プで表 す

・グルー プ別 のテーマを考 える

・彫塑 的な表現方 法の基礎 を身に付 ける

・『み んな あわせ て大パ ノラマ に してみ よう1』

・『どんな方法でみ んなに伝 えよ うか?』

クラス全員 で表す

・全 ての作品 を合体,理 想風景 の完成

・写真撮影 ・作 品展示

　
　
い　

　

メ
　
く

い　く
　ド

ギ

愚
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誌
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∴

藁

纏
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7

・　ぎ

㌧
騨

ざ

鎧

.蹄

喜

レ

』
★つながる面の形や色に注意させる

★彫塑的な表現の基礎技法の指導は,全 体と

個別を織 りまぜながら行 う

★「水と緑を感 じる音楽」のコーナー設置

★自分の作品がみんなの作品の一部 にな って

いる事に気付かせ,一 体感をもたせる

★お互いのよさを見付け,共 感 し喜ぶ
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◆材料 ・用具◆

3◆ 題 材 名 ◆ 「これ な ん だ?」(3年 生)

～フシギなたまご(た ね)成 長中～

◆題材 につ いて◆

本題材では,命 の不思議さ,美 しさ,お もしろさ等に目を向け,子 ども

たち一人一人が心の中に描 く自分のイメージを思いを込めなが ら形に して

いけるようにと考えてみた。そこで,た まご(た ね)や,成 長中の生 き物

を題材に し,風 船を用い親 しみのもてる丸い形を設定 した。 また,ゐ 、りか

けながら立体に絵を描 くという表現方法を取 り入れることにより,自 分の

手で作品に命の魔法をかけているような感覚を味わいながら,愛 情をもっ

て楽 しく制作でき,遊 び感覚の中で,個 々の子どもの思いを生か しながら,

色彩感覚やデザイ ン感覚が育ってい くのではないかと考えた。

材料:風 船,和 紙,ボ ン ド,の り,耐 水性絵 の具,色 紙,色 画用紙,ビ ニル色紙,飾 り紐,

針金,綿,リ ボ ン

用具:ハ サ ミ,ペ ンチ,筆

◆ ね らい◆(思 考 ・試行のポイ ン ト:◎)

○ 自然の造形の不思議 さや美 しさ に目を向ける。

◎ 自分の思 いを もとに新種の生 き物を想像 しなが ら,た まご(た ね)に 命を吹 き込む。

◎ふ りか け遊びや,自 分で考 えた表現方法を生か して楽 し くつ くる。

◆ 学 習 活 動 の な が れ ◆(全4時 間)☆:子 どもの思 い ・つぶや き ◇:共 感 ・支援

提

案

子

ど

も

の

活

動

と

教

師

の

支

援

主題 ・素材 との出会い(期 待 ・意欲)

「さて,こ の風船 どう しようかな…。」

「好 きな大 きさにふ くらませて,ボ ン ドとの り

と水を混ぜ,洋 服を貼 っていき ましょう。」

○張 り子作 り

『風船 吹いて

ぺたぺた紙貼 り」

☆わた しは小さいのがかわいくていいな。

☆う～んと大きくしてみようかな。

☆うまくふ くらまないよ～

◇ しっか り息を吸って風船のロがはずれないよう

宴杏;二黛 鍵1
☆うわ～1手 がネバネバだ。

☆たまごみたいだな。

◇すきまが開いていないかな。

◇ この方が,は りやすいかな。

◇大きいのができたね。
愚

イ メ ー ジの主 題 化(発 想)

「これ はなんだろ う。」

(魚,鳥,蝶 の図鑑 を見 てみ よ う。)

「どんな生 き物 が,生 まれ るのかな。」

(卵や種の資料を見 てみ よう。)

○自然 の不思議を知 る。

『不思議 だな よ く見 よう」

○生 き物 を好 きな色 にぬ ろう。

☆きれいな色だな。

☆うわ一気持ち悪い。

☆おもしろい形だな。

☆かわいいな。

へ

繍

☆ぼ くは水色にしよう。

☆わたしはもようにぬ りわけよう。 鈴

織 灘 饒う鳩 撰
◇ お も しろ い も よ うだ な 。
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◆授業の構想◆

麺

壁
.の

鑑

主題 ・棄材との出会い

時 聞 の設 定 ・場 の 設 定

医=璽 〉 匝=璽)[i〔 亘) 思いの実現

略
期待 ・意 欲

欝凄
の …

嚢 躁 鰍 づ1,

イメージの主題化 手段 ・方法 試み る・深め る 充実感・新たな発見

思 考(試 行

匝
過 程

厨

生

き

る

力

'図 画 工 作 へ の 思 い や 廟 い'

◆ 考 察 ◆

本題材では,子 どもたち一人一人が,自 分のイメージをもち表現 していけるよう,テ ーマや使 う素材を

考慮 した。風船に紙を貼 ってつ くった卵(生 き物)に ボン ドで絵を描 き,色 画用紙をシュレッダー にか け

細かいふ りか け状 にしたもので模様をつけた り,好 きな物を選んで貼 り付けた りした。

風船の大きさも大小それぞれにあり,シ ュ レッダーのふ りかけは,い ろいろと混ぜたりして,感 触を楽

しんだり,新 しい色を作 った りと,活 動 も広がった。風船の丸い形か ら発想 し,子 どもたちそれぞれ に卵

が,そ の中で発想が広 がっていった。ぬった り,貼 り付 けたりす る活動以外の,こ のふ りかけるとい う活

動は素材の持ち味を生か し子どもたちには魅力的だったようである。

このような素材のおもしろさを生か し,し か し,そ れだけに頼 るのではな く,子 ども自らが考 えて表現

していけるような幅のある題材設定について,ま た,子 どもと教師 とのかかわ り合いについてこれか らも

考えていきたい。

手 段 ・ 方 法(構 想)

「いのちの不思議 を考え よう。」

「いのちの魔 法をふ りか けよう。」

「いろい ろな方法で変身 させ よう。」

○ ボ ン ドで絵や模様 を描 く。

○材料 を選んであれ これ くっつ けよう。

☆こんなもようができちゃった。

鞭 鷺 ご を使おう.辱
☆ふりかけをまぜちゃえ。 嘱

☆ も っ とシ ュ レッダ ー で ふ りか けを つ く

ろうかな。

☆魚にしようかな。

☆宇宙船みたいだな。

◇材料を探してみよう。

◇他の色 も試 したら?

◇ステキなアイデアだね。

◇かっこいいね。

・eo◎o

'懲
.,'

◎

試 み る ・深 め る(表 現)

「自分の作品 に名 前をつけよ う。」

「自分の作品のステキな ところを教 えて

あ げよう。」

「友達の よい ところを見 つけよ う。」

○ できた生 き物に名前 をつけよ う。

○ 自分の作品を紹介 しよ う。

○ みんなの作 った ものを見よ う。

☆Sく ん の 方 法 は い い な。

☆Tさ ん の は,と て も可 愛 い な。

☆色やもようがステキだな。

◇友達のよいところを発見 しよう。
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4題 材 名 『浮 か ぶ ら く描 き』 ……アル ミ線 を使 って……(5年 生)

・題 材設 定 につ い て

子 ど もがす る らく描 きをアル ミ線 で行 うことにより,平 面 的線描か ら立体 的造形 へ発 展

し空間認 識へつ ながれば と考えた。

子 ど もが もっ表現欲求 を満た し造形的 な創造活動 をす るには,子 ど もが ど う感 じどう表

現 したいか とい う思考過程を大切 に して,造 形 的表現行為 をす るための試行経験 が 自由 に

繰 り返 せ ることが重要 と考え,個 々の子 ど もの思 いがそれぞれの表現で形,作 品 にな る こ

とを期待 した。

・ね らい

。素材を楽 しみ可能性を発見す る。

。自分の思 いを造形的 に表現す るために

工夫 し試行す る。

・自分を表現す る造形的 な創造活動 を楽 しむ。

・学 習 活 動 の な がれ(全4時 間)

子どもの学習活動 教師の提案と留意点

この アル ミ線 で

どん な ことで き るか な。

・材 料 、 用 具

。ア ル ミ線 ,ペ ンチ

。子 ど もの望 む もの

・教 師 の準 備 で き る もの

ア ル ミ線 で あ そ ぶ!

ど う しよ うか な?

曲 げ る,折 る,ね じる,

ま く,切 る,た た く,

っ な げ る

㌔誤
囲

・素材を十分に楽 しま

せる

・工具の使い方説明

《
ア ル ミ線 で

ら く描 き しよ う。

アル ミ線で らく描 きする!

何を描こうかな?

([[i()]]])iii[3
・制作への助言

・技法的指導

発見 したアル ミ線の

形を生か して

煮〉綾

ら く描 きをふ と らせ る?

ぐ る っと回 りか ら

見 て み よ う。

び
横 か ら見 る

8

ら く描 き をふ と らせ て

み よ う。

・平面 か ら立 体 へ

・アル ミ線 を 十 分 に

準 備

前 か ら見ると ・作 品,制 作 へ の

ペ ッタンコ 共 感,感 想

♂懸 ら く描 きを 浮 か せ る こ と

で き るか な。

・他素材,用 具の準備

騨 ζ⑨ ●個々の児童に対応

叢 一 ・6
⊃o-,

つ る す,さ さ え る,立 ち 上 が る

の せ る,ぶ ら さ げ る ・・。
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・授業 の構想

時間 ・空間

奪 灘
素材

」

全体に

題 材

・考 察

アル ミ線 は加工 しやす さで子 ど もの興 味 を引 き,

繰 り返 し形成で き失敗感を もたせな い。 また,他 素

材 との組 み合わせや着色な ど,発 展 的な制作 に応 え

ることがで きる。

アル ミ線で らく描 きす ること,そ れを空間 に浮 い

た状態 にす る ことの二 っの主題 は,子 どもに期待感

を もたせなが ら授業展開をす ることがで きた。

空 間に浮 いたよ うに見せ るとい う物理 的課題 は,

子 どものユニークな発想を生 み,経 験 や発達 段階 に

よ り様 々な形 を造 り出 した。

さらに個 々の子 ど もが 自分 の思 いを工 夫 し表 現 す

る方法 や材料 を見付 けるための時間を取 ることによ

り,思 考 し試行す ることが十分 に行 なわれ造形 的 な

創造活動 を楽 しむ ことがで きた。

國
らく描 きを浮かせるぞ!

何 を使お うかな

さ あ ら く描 きを

浮 か せ て み よ う。

他

皿

黛

ー

・
塁

騨
鮮

・空間にらく描 きを定置す

る制作への助言,支 援。
・支持体 となる材料の説明

技法的指導

塵適
浮いて見えるかな。

・作品への共感、感想

ε甑1姦慈　
Q饗 てる/鰭 ラ ミつ〉

無 でり

ど う しよ うか な?

あ 一 して み よ う!

も っ と 楽 し く作 って

み よ う

色をっける

竃 磯 う

・他素材の付けたし,着

色の準備

個別指導

木を切ってっけよ/・ 子 ど もの 思 い,制 作 行

駄 凹

ねん土・い・ 夢 》
為に対する共感と助言

自分の作品をアピール しよう。

友だちの作品の感想 は?

作品を鑑賞 しよう/

おもしろい

ボ
。 綾 ◎

、薫 γ・

・自他 の作 品 の よ い点 を

見付 け更 に制 作 へ の意

欲を もたせ る

す ひ'
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5 題材名

題材 につ いて

「ひ み つ の た か らも の」 …(3年 生)

子 どもたち は,課 題 の終 わ った合間 の時間 に自分 のお得意 の絵

や好 きな絵 を嬉 しそ うに描 いてい る。普段何気 な く描 いてい る絵

に スポ ッ トを当て,周 りに工 夫を加 え ることで,い っ もの絵 を新

しい世界 に連 れ出 したい。

ま た,ボ ン ドの変化 による意外性か ら,一 人一人 の考えを次 の

展 開へ と発 展 させ、 自分の思 いを表現 す る工夫 を促 した い。

「一 材 料 ・用 具

金,銀 紙 ・マ ー カ ー

ボ ン ド ・カ ラー イ ン

ク ・色 砂

厚 紙 ・綿 ・色 画 用 紙

カ ラー セ ロハ ン

絵 の具 な ど

ね ら い(思 考 ・試 行 のポ イ ン ト)

・ボ ン ドが乾 き透 明にな り,い ったん隠 した絵 が現 われた段階で,自 分のお気 に入 りの絵

を どのよ うに深 めてい くか考 え,自 分 の想 いを生 かす たあの表現方法を思考す る。

学習活動 のなが れ(全4時 間)■ 教師の支援 ワ子 どもの想いや願い ・気付き

提

案

子

ど

も

の

活

動

と

場

の

設

定

題材 との出会 い → 素材の刺激 →

宝 物 を 描 こ う

(大 好 きな絵,大 切の もの)

・普段描 いて いる絵 を今 日は特別

の紙,金 ・銀紙 に描 くよ。

宝物 をか くそ う

・ボ ン ドを塗 って 絵 をか くそ う。

・きれ い にか くそ う。

,好 きな絵 をか いて いいの?

ワ金紙 にか くと,き れ い! →
ボ ン ドを塗 る → カラーインクでボ

・金,銀 紙 にマーカーで描 く

・好 きな形 に切 る

・ケ ン ト紙 に貼 る

ワ見えな くな って しま った

けど,大 丈夫 かな?

ワどこに貼ろうかな?

`」 ●A

Ji

一嚇
φすて きに描 けたね。

9乾 くと,見 えて くるのか な?

ン ドに色 をっ けて

み る

,き れ いだね!

9ベ タベ タして

お もしろい

↓
いろいろな ものを

振 り掛 ける

φ振 り掛けすぎない

方がきれいだよ。
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〈授業の構想〉

子どもへの思 い ・図画工作への思い

畢
価値ある題材

畢

号
造形的な創造活動

考 察

子 ど もたちは,自 分 のお気 に入 りの絵 を いっ

もとは違 う金紙や銀紙 に描 いてい く。 とまどい

なが らもそれ をボ ン ドで隠 して しま う。 しか し

ボ ンドを扱 って いるうち に,今 度 はボ ン ドの も

っ素材 の楽 しさに惹かれて い く。更 に次 の出会

いで は,透 明にな ったボ ン ドの中で絵が輝 いて

見え る。

素材 の変化 を楽 しみ,驚 きの声 をあげなが ら

子 ど もたち は次 への展開 を考 えて い った。

制約を加 えずに 自分 の好 きな絵 を中心 に した

ことで,自 分の好 きな世界 を作 り上 げてい く楽

しさを味わい,自 分 の想 いをのびのび と表現 す

る ことがで きた。

イメー ジの主題化(発 想)

見 え て しま った宝 物 を

ど うす るか考 え よ う

・ボンドの変化に対する驚きか ら

次の発想を得る。

,あ れ!見 えている!

▽私のは良 く見えない!

見えて しまった

宝物をどうする →

か,考 え る。

手段 ・方法(構 想) 試み ・深 め(表 現)

・変 化 した絵 を,こ れ か らどの

よ うに深 め るか 考 え,試 み る。

φ材料 テーブルにいろいろな材料を揃えてお く。

描 き足す ・飾 りを付ける

φ 自分の想いを表現 しよう。

形を変えて工夫する

,も う一度隠 してみたい
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6題 材 名 「テ レポ ー テ ー シ ョン」(5学 年)

・題 材 につ いて

他人 の心の中 は見 ることはで きない,し か し絵を見 ることで,そ の人 の心 の一 部を感 じる こ

とはで きるよ うに思 う。普段,友 達 の絵 を鑑賞す るときに,形 が うま く取れて いるとか,表 現

力が豊 かで あるという点 に目の向 くことが多 く,何 を考 え,ど ん な ことを表 して いるか を,感

じるまで関心が高 まって いないよ うに思 う。 また,自 分 が描 くときに も,こ こまで描 けれ ば良

くて,そ れ以下 な ら良 くない絵 であ るとい う見え ない約束事 を子 ど もも感 じているよ うである。

表現 す るためにはある程度の表現力 は必要で あると思 うが,そ れよ り大切 なのは自分が感 じた

ことを 自分 な りに表せ る ことだ と思 う。今回 の題材 は,別 々の考 えを もっ友達 と別 々に感 じ考

え た絵 を一っ にす る ことで,友 達 の絵 を感 じ,自 分の発想 や表現 の活性化 を図れ た らと願 い考

えた。

・ね らい

・違 う考 えを もっ友達 の世界 と穴を通 してつながる ことを きっかけに して,自 分 らしい発想 や

構想 をす る。

・自分 の感 じたことを 自分 な りに表す。

・材料 ・用 具 等

画 用紙,絵 の具,描 画材,カ ッター,コ ピー した友 だちのスケ ッチ,は さみ,の り

・学 習 の 流 れ
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・授業の構想

表 現 空 間

か たさ

制・も

囎督)り 自由性

磁

寵 驚,,
Nl

＼
都 婦思 考

疇西
わせな… 勲 ミない

●

・考 察

・子 ど もた ち に と って
,"テ レポ ー テ ー

シ ョ ン"は 馴 染 み の薄 い言 葉 だ った が ,

あ ま り抵 抗 を示 す こ と もな く,新 鮮 に 楽

しん で取 りか か る ことが で き た。

・友 達 と二 人 で 絵 を完 成 させ る こ とで
,

ま た,友 達 の絵 が見 え な い こ とで,出 来

上 が りを期 待 す る子 ど もが多 く,意 欲 が

持続 で きた。

・主 題 を子 ど もの思 い に まか せ る部 分 が

多 く,イ メ ー ジの膨 らま しが,少 し足 り

なか った。

どんな世界を描 乙うか?

友 だちは何 を描 いているか?

でき上が りはど
うなる6姦

/

藤懸
7翠

o
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皿 題 材 紹 介

カ ラ フ ル ワ ー ル ド

ロー ラー遊 びか ら

イ メー ジを ふ く らませ て

楽 し く描 こ う。

準 備

画 用 紙 ・ロー ラー ・版 画 イ ンク

ァ リク ルえ の ぐ ・カ ラー ペ ン

子 ど も の 学 習 活 動

?思 考&試 行 の ポ イ ン ト

ワ 教 師 の 支 援

¢ 指 導 上 の 留 意 点

好 きな色 を使 って楽 しくローラーを転がそ う。

?何 色の イ ンクを使お うか な?

?ど んな向 きに転がそ うか な?

?色 を重ね た らど うなるか な?

鼻 ロ ー ラ ー遊 び を十 分 に楽 しま せ る。

イメー ジをふ くらませて アク リルえの ぐで描 こう。

?い ろん な形が見 えて きたよ!

?鵬 う　 /
・

&一 人一人 の発想 を大切 にす る。

ワ イメージが広 が らない児童 に は

声をか けて支援 す る。

カ ラ ー ペ ンを使 って も っと カ ラ フル に描 こ う。

?ど ん な色 を使 って

何 を描 こうか な?

昏講
稼

噂

-

夢

瓢
撫

ワ楽 しい色使いの作品を紹介する。

一
轟ζ梅蝋

「'瞥

響,漁鱗

繋
疋

酔

撫

も

ズ

ヨ

ド　
ロ

レ

　

コ

ズ
ァ

　

蟻
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サみ つ ⑳ かサき 準備

石膏 ・ビニール袋

おは じき ・ビー玉

粉絵 の具 な ど

一 思考 ・試行 のポイ ン トー

・化 石の もって いる時間的 な感覚を もとに各 自で 自由に発想 す る。

・石膏 の特 徴,溶 く水や粉絵 の具の量,用 具 の扱 いを試み る。

・自分 な りに化石づ くりを イメージ して,い らな くな った貝殻 や ビー玉,お もち ゃなど好 き

な ものを石膏が固 まる前 に入れ る。

・石膏 の入 った ビニール袋 を手で もんで,自 由に形 をつ くる。

とリ出 してみ召と」・…・

へん 鮎んしお鳩審う
ずゐ、ちゃ激う

準備

ブ ラック ライ ト・

蛍光紙 ・蛍光 ペ ン

ゴ ミ袋 など

思考 ・試行のポ イ ン ト

・ブラ ックライ トで光 らせたい世界 を考 え,構 想 を深 め る。

・ゴ ミ袋 を切 った り,っ な いだ り して形 を工夫 した り,色 の組 み合 わせを考 える。

・蛍光灯 の効果 を確 かめなが ら,模 様 を付 け加えた り,か き加 える。
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つ つ ん で ひ ら い て

もの に直接触れ なが ら立体 と平面を体験する

題 材であ る。

o㊥
踊 齢

① 紙 で何 か を包 もう。

癌 、`鞭 響 毎 ひ'薄 魯"

〈思考&試 行ポイン ト〉

② どん な形 だ ったかな?

こす り出 してみよ う。

何を包もうかな?㊧ ◎
どうすれば うま く包 めるか な?

③ ものを取 り出 し,
ぬ けが らを台紙 に貼 ろ う。

Lす り出す とど うな るの?

どん な色 に しようかな?

開 くとどうな るのかな?
どんなふ うに台紙 に貼 ろ うか な?

紙 を 立 て よ う

高 さ は30セ ンチ以 上 。

肇妙捕

〈思考&試 行ポイ ン ト〉

紙1枚 で何をす るの?

どんな立 て方 があるのかな?

纏難驚?泌
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紙 の レ リ ー フ

黄 ボ ー ル紙 な どの材 料 を使 って レ リー フを作 る。

半 立 体 に な るよ うに,考 えて 作 る。

*最 後 に,金 属調仕上剤 をぬ る(好 みで腐食液 を

かけ る)と,銅 板 などでで きて いるような仕上

が りにな る。

一 臨痢
はさみ ・カ ッター ・絵 の具

金属調仕上剤(金 ・ブロンズ)

金属腐食液

その他思 い付 いた材料

(た こ糸、布 な ど)

ト

動

ン

活

イ

習

ポ

学

の

の

行

も

試

ど

&

子

考思

教師の支援(ワ)と

指導上の留意点(畠)

レ リー フを つ くろ う

黄 ボール紙 な どで作 ります。半立体 になるよ う,工 夫 してみよ う

?ど う した ら半立体 にな るかな?

・貼 り合わせ る ・曲 げる

9 醤
花びら

・カ ッター で切 り込 み

を入 れて 曲 げ る

㊥

☆紙 の曲 げ方 につ いて,

い くっか示す。

ワ表 した い もの の感 じが

出て い る ものや,曲 げ

方 などの工夫を認める。

・穴 を あ け る

回
・他 の材 料 を利 用 す る

(ひ も,た こ糸

段 ボ ー ル

紙 レー ス,網 袋 な ど)

ワ使 いやす そ うな材 料 を

用意 してお く。

匿 紙に貼っていこ司

?貼 り合 わせ方 によ って も感 じが出せ るかな?

・重 な るよ うに貼 る

色 をつけよ う

?何 で ぬ ろ うか な?

。メ タル カ ラーで ぬ る。

・部 分 的 に絵 の具 を使 う。

うろこ

。金属調仕上剤 を塗 った上

に腐食液をかける。

Y
くものすを

たこ糸で

☆使 い方,換 気 に注意

一22一



「銀河鉄道の夜」 宮澤賢治の名作 を,21世 紀に生 きる児童 らしく描 いています。宇宙 に飛 び立つ銀

河鉄道を描 くことで,夢 や希望や勇気が表現 されます。「図画工作→理科」「図画工作→国語」

「校舎が見えた」

手前 のヒマワリは,色 鉛筆で簡単 に彩色 し,雨 の 日に彩

色を します。児童が,上 手に色 を見付 けています。

「図画工作→特活 ・道徳(愛 校心)」

「色々な焼 き物」

高学年に もなると,テ ラコッタ粘土や本

焼 きの粘土で,多 様な作品を,自 分 の考

えや様々なことを思考 しなが ら表現で き

ます。今後の,総 合的学習で も活躍 す る

素材で しょう。「図画工作→生活科」「図

画工作→社会科」「図画工作→理科」

「猫のいる木」

色画用紙をちぎり絵に して,基 になる木 をっ くりま

す。猫 は,色 々な資料 を参考 に して,物 語 がで きあ

がるよ うに,別 の画用紙 に描 き,切 り貼 りを してい

きます。「図画工作→国語」
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w研 究の成果と今後の課題

1研 究の成果

本研究 を通 じ,成 果 として以下の ことを得 ることがで きた。

(1)「 造形 的な創造活動」 にっ いての認識 を深め ることがで きた。

授業構想 に基づ く実践 か ら,子 どもが思考 し,ま た試行 して,さ まざまな力 を発揮 で きる

多様 な要素 を もった題材 や創造活動 に託 して内面 を表 出す ることが見て取れ た。造形活動 そ

の ものだけが 目的で な く,子 ど もの 「心 の動 き」 を大 切 に した,そ の過程 こそ,「 造形 的 な

創造活動」 と呼ぶ ことが,研 究の筋道 と して とらえ られた。

② 教科 の特性 を浮 き彫 りにす る ことがで きた。

図画工作 で は,元 来,結 果所産 の作品のみでな く,過 程を大切 に して きた ところで あ る。

本研究 において も 「シコウ(思 考 ・試行)」 過程 に注 目して学習者 が主体 の授 業 を展 開 した

ことによ って,あ らためて教科 の もっ特性 を確認で きた。

(3)図 画工作 の新 しい見方 を論ず る ことがで きた。

授業 の展 開部 に着 目 し,子 ど もの 「シコウ(思 考 ・試行)」 の過程 を と らえ,見 い出 そ う

と した内的過程 の在 り方 を示す実践で あり,こ れまで指摘 され ることが少 なか った,展 開 の

多様性 を意識 して図画工作 の授業 を分析す ることがで きた。

2今 後 の課題

(1)子 ど もとのかか わ り方 について

研究 の成果 を さらに充実 した もの と してい くには,日 々の学校生活 の中にお いて,教 師 と

子 どものかかわ り方 に配慮 する ことが一層重要 とな って きてい る。

教 師 は,い っ も子 どもの先 に先 にと注意 や説 明を しがちであ る。子 ど もたちに自分 で考 え

る力を育 て るために は,子 ど も自身が考え る機会 を十分 に保障 しなけれ ばな らない。子 ど も

が必要 としてい る場面 や,よ り表現 を深 め させ たいと教 師が考 えた場面等 のほか は,子 ど も

の活動 を愛情 を もって見守 るよ うに したい。

しか し,そ れには多 くの時間が必要 とな るが,個 々の子 どもの特性 などを考慮 しなが ら,

子 ど もと一緒 に考え るなどの援助 を行 ってい くことが大切 であ る。

校内組織等 を生か したTTや 担 任等 との連携 による協力授業 の工夫 も今後一層充実 させ て

い きたい。

② 「総合 的な学 習の時間」 との関連 につ いて

① 「総 合的 な学 習の時間」 を試行 した取 り組 み

これか らの教育 において期待 され る,新 学力観の具体 的な姿であ る 「生 きる力」 の育成

を目指 して,横 断的 ・総合的な視点 に立 った授業 を推進 す ることが必要で ある。

② 「総 合的 な学 習の時間」 と図画工作 との関連

各学校 の実態 に応 じ,図 画工作科 の特性 を生か して積極 的に,教 科 ・領域や学 校行事 に

参画す る ことによ り,相 互 に関連性を もった活動が一層可能 となると考 える。
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